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神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
内な
い

藤と
う

　
則の
り

義よ
し

　

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
良
い
お
正
月
を
お
迎
え
の

事
と
存
じ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
県
身
連
の
円
滑
な
事
業
運
営
に
地
域
団
体

を
始
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
御
協
力
、
御
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
事
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
事
業

者
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
共
生
社
会
の
実
現
へ
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
が
策
定
し
た｢

と
も
に
生
き
る
社
会

か
な
が
わ
憲
章｣

の
精
神
に
よ
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
禁
止
と
合
理
的
配
慮
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
も
、
神
奈
川
県
差
別
禁
止
条
例

の
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
お
け
る
障
害
者
支
援
等
に
関
し
て
、
大
規
模
災

害
で
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
た
支
援
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
等
危
険
性
の
高
い
感
染
症
の
予
防
及
び
治
療
に
関

し
て
も
、
障
害
特
性
に
対
応
し
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
を
強
く
訴
え
ま
す
。

　

県
身
連
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
課
題
を
抱

え
る
中
、
役
員
一
同
で
関
係
機
関
の
御
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
適
切
に
推
進
す
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
地
域
団
体
の
皆
様
の
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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昨
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日

の
三
日
間
、
栃
木
県
の
栃
木
県
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
、
第
二
十
二
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
神
奈
川
県

選
手
団
は
、
選
手
六
十
六
名
、
役
員
六

十
一
名
の
総
勢
百
二
十
七
名
で
大
会
に

挑
み
ま
し
た
。

　
二
十
九
日
に
開
会
式
が
行
わ
れ
神
奈

川
県
選
手
団
代
表
十
七
名
が
元
気
よ
く

入
場
行
進
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
一
日

目
の
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
三
十
一
日
に
三
日
目
の
競
技
・
閉
会

式
で
大
会
は
幕
を
閉
じ
、
個
人
競
技
で

は
、
練
習
会
な
ど
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
、
大
会
新
記
録
を
含
む
金
メ
ダ
ル

二
十
八
個
、
銀
メ
ダ
ル
十
六
個
、
銅
メ

ダ
ル
十
七
個
の
合
計
六
十
一
個
と
い
う

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
団
体

競
技
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
視
覚
障
害
者
）
が
出
場
し
、
惜
し
く

も
準
決
勝
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
三
位
決
定
戦
で
勝
利
を
収
め
、
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
選
手
は
、
競
技
以
外
に
も
全
国
の
選

手
・
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
と

も
交
流
を
深
め
一
生
の
思
い
出
に
残
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
・
相
模
原
市
選
手
団
の
メ

ダ
ル
獲
得
数
は
次
の
と
お
り
で
す

第22回全国障害者スポーツ大会
　　　　　｢いちご一会とちぎ大会｣結果報告

神奈川県・相模原市
選手団

個人・団体競技ともに 大活躍！！

いちえ

神奈川県

金 銀 銅

28 16 18

相模原市

金 銀 銅

8 6 9
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令
和
四
年
十
月
九
日
（
日
）
神
奈
川

県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
ク
ア
ー
ズ

テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
を
会

場
に
三
〇
〇
余
名
の
参
加
者
が
一
同
に

会
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
式
典
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
県
身
連
内
藤
会
長
、
神
奈
川
県

黒
岩
知
事
の
あ
い
さ
つ
後
、
地
元
秦
野

市
の
高
橋
市
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
県
知
事
及
び

県
身
連
会
長
よ
り
受
賞
者
に
対
し
、
表

彰
が
行
わ
れ
、
次
回
開
催
地
（
相
模
原

市
）
あ
い
さ
つ
、
閉
会
の
こ
と
ば
で
無

事
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
午
前
の
式

典
の
み
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
敬
称
略
）

○
自
立
生
活
者

　
　

川
鍋　

敏
雄
（
座
間
市
）

　
　

中
山　

訓
史
（
寒
川
町
）

○
自
立
支
援
功
労
者

　
　

石
井　

京
子
（
横
須
賀
市
）

県
身
連
会
長
表
彰
（
敬
称
略
）

○
表
彰

　
　

齋
藤　

信
治
（
秦
野
市
）

　
　

小
澤　

武
男
（
秦
野
市
）

　
　

中
根　

和
子
（
秦
野
市
）

○
感
謝
状

　
　

中
平　

千
鶴
子
（
鎌
倉
市
）

　
　

岡
崎　

徳
子
（
鎌
倉
市
）

　
　

中
山　

孝
彦
（
秦
野
市
）

　
　

村
山　

 

勲 

（
海
老
名
市
）

藤
沢
市
　
飯い
い

塚づ
か

　
晃あ
き

子こ

　

毎
年
九
月
二
十
三
日
は
、
国
連
が
制

定
し
た
「
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
」
で

す
。
皆
さ
ん
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

ま
た
、
九
月
二
十
三
日
は
一
九
五
一

年
に
世
界
ろ
う
連
盟
（W

FD

）
が
設

立
さ
れ
た
日
で
す
。

　

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
が
制
定
さ
れ

て
か
ら
今
年
で
五
年
目
の
今
年
、
世
界

ろ
う
連
盟
（W

FD

）
の
「
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
合
わ
せ
、
全

日
本
ろ
う
あ
連
盟
で
は
「『
世
界
そ
し

て
日
本
を
青
色
に
！
～
い
の
ち
の
輝
き

　

手
話
言
語
に
光
を
～
』
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
全
国
の
公

共
施
設
等
を
、
ろ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

取
組
み
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で

あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　

主
催
は
公
益
社
団
法
人
神
奈
川
県
聴

覚
障
害
者
協
会
、N

PO

法
人
藤
沢
市

聴
覚
障
害
者
協
会
、
県
・
市
議
員
を
構

成
に
「
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー2022 

in 

ふ
じ
さ
わ
実
行
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
藤
沢
市
で
は
江
の
島
シ

ー
キ
ャ
ン
ド
ル
と
市
役
所
本
庁
舎
を
ブ

ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
シ
ー
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ン
セ
ッ
ト
テ
ラ
ス
で
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
雨

天
の
た
め
に
急
遽
、
市
役
所
に
変
更
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、D

eaf H
ula

（
ろ
う

者
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
）、
つ
る
の
剛
士
さ

ん
（
ふ
じ
さ
わ
観
光
親
善
大
使
）
と

H
A

N
D

SIGN

とST
U

D
IO

　

BU
ZZ

（
相
模
原
に
あ
る
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

BU
ZZ

）
は
、
手
話
歌
と
ダ
ン
ス
を
披

露
し
ま
し
た
。
観
客
と
一
緒
に
手
話
歌

を
歌
っ
た
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
た
江
の
島
シ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
が
多

く
の
参
加
者
た
ち
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

と
共
に
午
後
６
時
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で

青
く
照
ら
し
、
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

り
ま
し
た

　

市
民
、
地
域
、
社
会
が
一
つ
と
な
っ

て
「
手
話
が
言
語
で
あ
る
」 

こ
と
へ
の

認
知
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

第
六
十
七
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
開
催

 

手
話
言
語
国
際
デ
ー
に
つ
い
て

市町村のページ



第
十
七
回

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て

 
神
奈
川
県
身
体
障
害
者

 
　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
案
内
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令
和
五
年
度
の
神
奈
川
県
身
体
障
害

者
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
令
和
五
年
四

月
九
日
（
日
）
に
実
施
致
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
、
三
年
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
大
会
を
二
年
続

け
て
中
止
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
令
和
四
年
度
は
、
三
年

越
し
と
な
る
大
会
の
開
催
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
が
拡
大
す
る
時
期

と
落
ち
着
く
時
期
の
波
が
あ

る
中
で
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
型
対
応
の
ワ
ク

チ
ン
や
新
薬
が
開
発
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
前

の
よ
う
な
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
早
く
収

束
に
向
か
う
事
を
信
じ
、
令
和
五
年
も

大
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
感
染
症
対
策

を
実
施
し
な
が
ら
準
備
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

★
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通

り
で
す
。

【
期　

日
】

　

四
月
九
日
（
日
）
午
後

【
場　

所
】

　

湘
南
と
う
き
ゅ
う
ボ
ウ
ル

【
申
込
方
法
】

お
住
ま
い
の
各
市
町
村
団
体
ま
で
連

絡
を
し
、
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

　

三
月
二
四
日
（
金
）
必
着

【
参 

加 

費
】

　

一
人　

一
、
〇
〇
〇
円

※
シ
ュ
ー
ズ
の
レ
ン
タ
ル
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
シ
ュ
ー
ズ
代
三
五
〇
円
を

参
加
費
と
別
途
徴
収
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
合
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
神
奈

川
県
身
体
障
害
者
連
合
会
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

《
県
身
連
事
務
局
》

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五
（
三
一
一
）
八
七
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五
（
三
一
六
）
六
八
六
〇

　

令
和
五
年
度
の
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
っ
て
は
、
日
程
を
変
更
す
る
可
能

性
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
万
全
の
準
備
と

感
染
症
対
策
を
行
い
、
大
会
運
営
に
つ

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
会
へ
の
参
加
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
申
込
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
身
連
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
会
（
知
的
障
害
者
）

　

期
日　

四
月
九
日
（
日
）
午
前

　

会
場　

湘
南
と
う
き
ゅ
う
ボ
ウ
ル

●
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
会
（
身
体
障
害
者
）

　

期
日　

四
月
九
日
（
日
）

　

会
場　

県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

●
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
会

　

期
日　

四
月
十
六
日
（
日
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
陸
上
競
技
会
（
知
的
障
害
者
）

　

期
日　

四
月
二
十
三
日
（
日
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
陸
上
競
技
会
（
身
体
障
害
者
）

　

期
日　

五
月
十
四
日
（
日
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
水
泳
競
技
会

　

期
日　

七
月
九
日
（
日
）

　

会
場　

さ
が
み
は
ら
グ
リ
ー
ン
プ
ー
ル

●
卓
球
競
技
会
（
精
神
障
害
者
）

　

期
日　

令
和
六
年
一
月
十
九
日
（
金
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
競
技
会

（
身
体
・
知
的
障
害
者
）

　

期
日　
令
和
六
年
一
月
二
十
一
日
（
日
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
会

　

期
日　
令
和
六
年
二
月
二
十
三
日
（
金
）

　

会
場　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

事 業 案 内

県
身
連
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
五
年
一
月
二
十
日（
金
）は
、

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
卓
球
競

技
会
（
精
神
障
害
者
対
象
）
の
為
、

事
務
所
に
は
職
員
が
不
在
と
な
り

ま
す
。



身 障 か な が わ（5）第 161 号 令和５年１月 15 日

座
間
市
　
新あ
ら

井い

　
修お
さ

身み

　

本
号
で
は　

県
立
座
間　

谷
戸
山

公
園
（
や
と
や
ま
公
園
）
を
紹
介
し

ま
す
。

　

県
立
座
間
谷
戸
山
公
園
は
、
都
市

化
の
著
し
い
神
奈
川
県
、
県
央
地
域

に
あ
っ
て
、
残
さ
れ
た
貴
重
な
谷
戸

の
自
然
環
境
保
全
に
対
し
、
地
元
か

ら
の
強
い
要
望
を
受
け
、「
地
域
の

歴
史
・
文
化
を
背
景
と
し
た
里
山
の

貴
重
な
緑
や
多
彩
な
動
植
物
を
保
全

し
な
が
ら
自
然
観
察
が
楽
し
め
、
さ

ら
に
里
山
の
環
境
を
体
験
で
き
る
公

園
」
を
目
的
と
し
、
昭
和
六
十
三
年

に
風
致
公
園
と
し
て
都
市
計
画
決
定

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
が
計
画
さ
れ
た
区
域
は
縄
文

時
代
か
ら
の
人
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ

て
い
た
土
地
で
、
里
山
の
風
情
が
残

さ
れ
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
樹
林
地
や

ホ
タ
ル
も
生
息
す
る
湿
原
地
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
良
好
な
自
然
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
保
全

し
、
植
物
や
野
鳥
・
昆
虫
な
ど
の
自

然
と
ふ
れ
あ
い
観
察
の
で
き
る
「
自

然
生
態
観
察
公
園
（
ア
ー
バ
ン
エ
コ

ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
）」
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
本
公
園
は
自
然

生
態
観
察
公
園
と
し
て
は
、
全
国
に

先
駆
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
公
園
の
も
う
一
つ
の

特
色
と
し
て
、
運
営
会
議
の
開
催
が

あ
り
ま
す
。

　

運
営
会
議
で
は
、
市
民
の
自
然
保

護
団
体
や
野
鳥
の
会
、
自
然
観
察
指

導
員
、
大
学
生
な
ど
、
各
方
面
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
中
心
と
な
っ

て
、
公
園
の
活
動
方
針
を
協
議
し
て

お
り
、
こ
の
会
議
で
協
議
さ
れ
た
方

針
を
基
に
、「
落
ち
葉
か
き
や
池
さ
ら

い
等
の
里
山
保
全
活
動
」「
四
季
折
々

の
自
然
や
野
鳥
を
観
察
す
る
自
然
観

察
活
動
」、
さ
ら
に
は
田
植
え
か
ら
稲

刈
り
、
そ
し
て
収
穫
ま
で
を
市
民
参

加
で
行
い
、
収
穫
し
た
餅
米
を
使
っ

て
餅
つ
き
を
行
う
。

　

｢

米
作
り
収
穫
祭
」
な
ど
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
協
働
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

所
在
地　

座
間
市
入
谷
東
一
丁
目

　

公
園
面
積
三
十
二
・
三
ha

問
い
合
わ
せ
先　

県
立
座
間
谷
戸
山

公
園
管
理
事
務
所 

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
六–

二
五
七–

八
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六–

二
五
七–

八
五
三
三

交
通
ア
ク
セ
ス　

　
小
田
急
線
座
間
駅
東
口
下
車
徒
歩
十
分

　

車
で
お
越
し
の
方
は　

国
道

二
四
六
号
線　

座
間
市
西
原
交
差
点

（
上
り
車
線
は
左
折
し
）
約
五
分

相
模
原
市
　
土つ
ち

屋や

　
和か
ず

代よ

　

毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
、
難
聴
者
対

象
の
手
話
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
会
員
は
難
聴
者
、
中
途
失
聴
者
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
健
聴
者
で
構
成
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
か
ら
盲
ろ
う
の
方
が
一

名
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
は
見
え
て

い
て
、
補
聴
器
や
人
工
内
耳
を
装
用
し

て
少
し
は
聞
こ
え
る
方
で
す
。
県
か
ら

の
手
厚
い
情
報
保
障
が
あ
り
、
一
緒
に

楽
し
く
手
話
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
難

聴
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
目
は
今
の
と
こ

ろ
晴
眼
で
大
丈
夫
な
の
で
す
が
、
目
に

も
何
時
、
障
害
が
生
じ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
耳
が
不
自
由
な
方
と
の
コ
ミ

県
立
座
間
谷
戸
山
公
園

Ｎ
Ｐ
Ｏ
相
模
原
市
難
聴
者
協
会
・

　

土
の
会
の
活
動
の
ご
報
告

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
つ
い
て
は
熟

知
し
て
い
て
も
、
耳
と
目
が
不
自
由
な

方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に

つ
い
て
は
、
殆
ど
分
か
ら
な
い
状
態
で

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
で
し
た
の
で
迎
え

た
側
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
る

こ
と
も
多
く
、
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
更
に
嬉
し
い
こ
と
に
、
全
員
が
同

じ
仲
間
と
し
て
自
然
に
受
け
入
れ
、
会

の
ま
と
ま
り
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
通
年
行
事
の
日
帰
り
バ

ス
旅
行
や
一
般
に
開
放
し
た
講
演
会
等

は
開
催
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
後

半
か
ら
少
し
感
染
者
が
減
っ
て
き
た
の

で
、
手
話
の
勉
強
の
他
に
手
芸
教
室
を

開
催
し
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
使
用
し
た

籠
作
り
、
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
の
壁

飾
り
な
ど
を
作
成
し
、
市
の
障
害
者
作

品
展
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

年
度
末
の
三
月
に
は
要
約
筆
記
サ
ー

ク
ル
と
の
交
流
会
を
計
画
中
で
、
ボ
ッ

チ
ャ
大
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
無

事
に
開
催
出
来
ま
す
よ
う
、
コ
ロ
ナ
感

染
が
更
に
拡
大
し
な
い
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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大
和
市
　
相あ
い

原は
ら

　
城じ
ょ
う

侍じ

　

私
は
今
ま
で
一
泊
二
日
で
し
か
泊
っ

た
こ
と
が
無
く
、
五
泊
六
日
と
聞
い
た

時
は
新
し
い
環
境
に
つ
い
て
行
け
る
の

か
、
ま
た
荷
物
の
整
理
が
苦
手
な
の
で

一
人
部
屋
で
、
自
分
一
人
で
荷
物
を
ま

と
め
ら
れ
る
か
不
安
も
あ
り
、
戦
う
気

持
ち
や
楽
し
み
の
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

た
。

　

私
は
、
初
め
て
の
大
会
で
、
神
奈
川

県
の
選
手
宣
誓
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
な

か
な
か
で
き
な
い
経
験
な
の
で
、
や
れ

て
と
て
も
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
で
は
、
最
初
の
二
日
間
は
一
人
部

屋
で
物
の
出
し
入
れ
に
苦
戦
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
ル
ー
テ
ィ
ン
や
、

自
分
の
特
徴
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
競

技
に
集
中
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
競
技
の
空
き
時
間
に
広

場
で
グ
ッ
ズ
を
買
っ
た
り
、
チ
ー
ム
の

人
と
仲
を
深
め
た
り
、
チ
ー
ム
の
応
援

を
し
ま
し
た
。
競
技
時
間
が
近
づ
い
て

き
た
ら
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
準
備
に

集
中
し
ま
し
た
。
コ
ー
チ
が
私
の
競
技

時
間
や
、
何
も
言
わ
な
く
て
も
荷
物
を

持
っ
て
来
て
い
た
だ
い
た
の
で
と
て
も

気
持
ち
が
楽
に
な
り
、
自
分
だ
け
に
集

中
が
出
来
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
、

二
百
メ
ー
ト
ル
で
三
位
、
百
メ
ー
ト
ル

で
五
位
、
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
三
位

で
し
た
。

　

こ
の
結
果
が
出
せ
た
の
は
、
家
族
、

コ
ー
チ
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
仲
間
の
支

え
だ
と
思
い
ま
す
。
悔
し
い
思
い
も
あ

り
ま
す
が
、
次
に
切
り
替
え
、
さ
ら
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
生
ま
れ
つ
き
発
達
障
害
が
あ

り
、
初
め
て
の
こ
と
を
や
ら
な
か
っ
た

り
、
特
に
耳
が
敏
感
で
人
が
多
い
所
が

苦
手
だ
っ
た
り
、
陸
上
の
ピ
ス
ト
ル
の

音
も
苦
手
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
母
が
私
に
陸
上
部
に
入

ら
な
い
と
ゲ
ー
ム
を
や
ら
せ
な
い
と
言

わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
続
け
て
い
く
と

自
信
を
持
ち
は
じ
め
、
タ
イ
ム
が
急
に

上
が
り
ま
し
た
。
母
は
冗
談
で
言
っ
た

つ
も
り
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
そ
の
言

葉
が
無
け
れ
ば
、
今
日
全
国
大
会
に
出

ら
れ
て
い
な
い
の
で
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
陸
上
を
始
め
て
気
持
ち
が
強

く
な
っ
た
り
、
新
し
い
挑
戦
、
仲
間
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
問
題

な
ど
不
穏
な
年
で
し
た
。

今
年
こ
そ
紛
争
の
無
い
１
年
で
あ
る
事

を
強
く
望
み
ま
す
。

　

次
に
私
ご
と
で
す
が
、
現
在
編
集
委

員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
も
編
集
委
員
の
皆
様
・
事
務

局
の
ご
支
援
御
協
力
の
賜
物
と　

深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

編
集
委
員
　
新あ
ら

井い

　
修お
さ

身み

（
視
力
部
）

※
今
後
、
身
障
か
な
が
わ
１
月
号
は
、

１
日
発
行
か
ら
15
日
発
行
に
変
更
に

な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
国
体
、

　
　

自
分
の
経
験
と
成
長

県身連事業予定

編
集
室
か
ら

＜１月＞
08 日（火）

11 日（水）
〜 12 日（木）
14 日（土）
〜 15 日（日）
17 日（火）
20 日（金）

22 日（日）

28 日（土）

＜２月＞
08 日（水）
11 日（土）

16 日（木）
19 日（日）

23 日（木）

＜３月＞
４日（土）
〜５日（日）
05 日（日）

07 日（火）

07 日（火）
09 日（木）
11 日（土）
21 日（火）
23 日（木）
25 日（土）

＜４月＞
09 日（日）
　ＡＭ
　ＰＭ

09 日（日）

16 日（日）

23 日（日）

　※問い合わせ　電話：045－311－8736
　　　　　　　　FAX：045－316－6860
　　     http://kanagawa-kenshinren.or.jp

《視力部》成人を祝う会並びに
　　　　　　団体長会議・団体役員研修会
 （大和市渋谷学習センター）
《肢体部》女性部研修会
 （伊豆潮風館）
神奈川県障害者文化・芸術祭
 （伊勢原市民文化会館）
《視力部》防災演習
第16回神奈川県障害者スポーツ大会
卓球競技会【精神障害者対象】
 （神奈川県立スポーツセンター）
第16回神奈川県障害者スポーツ大会
卓球・ＳＴＴ競技会
 （神奈川県立スポーツセンター）
《視力部》第２回女性部運営委員会
 （二宮町町民センター）

障害者差別解消法講演会 （藤沢市民会館）
《視力部》第55回文化の集い・第41回女性の集い
 （寒川町）
《肢体部》役員会　（未定）
第16回神奈川県障害者スポーツ大会
ボッチャ競技会【身体障害者対象】
 （神奈川県立スポーツセンター）
《視力部》ボウリング大会・若者交流会

関東ブロック神奈川県大会
 （藤沢市）
特別全国障害者スポーツ大会水泳競技
選手選考記録会
 （神奈川県立神奈川総合高等学校）
社会参加推進協議会
 （神奈川県社会福祉センター）
県身連理事会 （神奈川県社会福祉センター）
《肢体部》代議員会 （海老名市総合福祉会館）
《視力部》防災演習
《視力部》無資格者撲滅キャンペーン
県身連評議員会 （かながわ県民センター）
《視力部》職業部運営委員会

〈４月〉
第17回神奈川県障害者スポーツ大会
ボウリング競技会 （湘南とうきゅうボウル）
神奈川県身体障害者ボウリング大会
 湘南とうきゅうボウル）
第17回神奈川県障害者スポーツ大会
アーチェリー競技会
 （県総合リハビリテーションセンター洋弓場）
第17回神奈川県障害者スポーツ大会
フライングディスク競技会
 （神奈川県立スポーツセンター）
第17回神奈川県障害者スポーツ大会
陸上競技会【知的障害者対象】
 （神奈川県立スポーツセンター）

この会報は、赤い羽根
共同募金の配分を受け
て発行しています。


